
NEWSJT 工場見学会開催のご報告

気候変動への取り組みにおいて、
CDPの最高評価「Aリスト」に初めて選定

JTは、持続可能な経済を実現させる活動を⾏う国際NGOの
CDP（本部：ロンドン）により、気候変動への対応と戦略において
優れた取り組みを⾏う企業として、最高評価である「Aリスト」

（The Climate A list 2016）に初めて選定されました。
CDPは、企業に対し、環境や天然資源におよぼす影響に関する

情報の開示や、その影響を軽減する対策を取るよう働きかけている
国際NGOです。運用資産100兆米ドルを有する827の機関投資家を
代表して、世界の上場企業を対象に温室効果ガス排出削減活動や
気候変動緩和対策に関する質問書を送付し、その回答をもとに
評価を⾏い、公表しています。

2016年の調査では、全世界約5,800社がCDPからの質問書に回答しており、193社
（日本国内では当社を含む22社）が「Aリスト」に選定されました。

世界120以上の国と地域で商品を販売するJTグループでは、地球環境への取り組みを
経営の重要課題として位置づけています。当社の「JTグループ環境長期計画（2020）※1」
においては、2020年の温室効果ガス排出量を2009年比で20％削減することを目標と
しており、2015年にはすでに17％の削減を達成しました。また、JTグループ内での
取り組みだけでなく、サプライヤーと協力し、バリューチェーン全体における削減の
機会も積極的に探索しています。

このたびのCDPによる「Aリスト」選定は、当社のこのような地球環境への取り組みに
おける成果と透明性ある情報開示が高く評価されたものと考えています。

JTは、今後も、環境の課題への取り組みを継続し、持続可能な社会の実現に向けて、
社会的責任を果たしてまいります。

※1JTグループ環境長期計画（2020）について

JTグループでは、「JTグループ環境憲章」を具体化するため、2020年に向けた環境
長期計画を2014年に策定しました。次の4領域を重点分野として中長期にわたる改
善目標と取り組みをまとめています。

❶ 地球温暖化への対策としては、⾃社施設の温室効果ガス排出量を2020年に2009
年比で20％削減。バリューチェーン全体の温室効果ガス排出量の継続的な把握を
通じた、削減への取り組み。

❷ 持続可能な水の利用を通じた水資源保全
❸ 3R(リデュース、リユース、リサイクル)を通じた廃棄物削減
❹ 持続可能な⾃然資源の利用を通じた生物多様性保全

2016年11月11日（金）、12日（土）「テーブル
マーク　魚沼水の郷工場」にて、株主様向け工場
見学会を開催いたしました。

2,000名を超える株主様からご応募いただき、
抽選によりご当選された株主様およびご同伴者様
にご参加いただきました。

見学会当日は、冷凍うどん、パックごはんの
製造工程の見学、うどんの試食会のほか、第３
四半期決算の概要ご報告もあわせて実施し、好評
のうちに終了いたしました。

今後も、JTグループの事業内容をより一層
ご理解いただくとともに、株主の皆様とのコミュ
ニケーションを深める機会として、工場見学会を
実施してまいります。

ご参加の皆様の声

◦品質管理等すばらしく、食の安全に
徹底されていることが良く理解できた。
とても清潔な工場です。

◦うどんの歯ごたえがあり、もちもちと
した食感で、すごく美味しかった。
とても冷凍食品とは思えない。

◦はやくパックごはんの第2号（増設
ライン）を造られることを願ってい
ます。これからもテーブルマークの皆
さんを応援しています。がんばって。
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